
第60回 神奈川県小学校児童体力つくり研究発表大会

報告

神奈川県教育委員会



発達の段階に応じた運動・スポーツ機会の充実プラン（スポーツ庁）令和７年12月



教育課程企画特別部会論点整理 令和７年９月25日



③ 運動やスポーツとの多様な関わり方を重視する観点か
ら，体力や技能の程度，年齢や性別及び障害の有無等にか
かわらず，運動やスポーツの多様な楽しみ方を共有するこ
とができるよう指導内容の充実を図ること。その際，共生
の視点を重視して改善を図ること。

多様な個性や特性、背景を有する子供が多くなっている実態に向き合う

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説
体育編 ８ページ 体育科改訂の要点

多様性を個人及び社会の力に変える



【前年度比較】 小学５年生男子（＋0.15）女子（-0.28）、中学２年生男子（＋0.19）女子（＋0.06）



【全国との比較】中学校に進んだら（中学校を卒業した後も）、授業以外でも自主的に運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツ
をする時間を持ちたいと「思う・やや思う」と回答した割合は、いずれの校種・性別でも上回っている。



授業以外の児童生徒の
運動時間を増加

全国体力・運動能力、運動習慣等調査
における質問紙調査

２ 運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツへのいろいろな関わり方について、きょうみや関心がありますか。

①運動やスポーツをすること
②運動やスポーツをみること
③運動やスポーツをささえること（支え合い、大会のサポートなど）
④運動やスポーツを知ること（話を聞く、調べるなど）
⑤運動やスポーツを通じていろいろな人が集まって交流したり、一体感を感じたりすること

令和7年度からの新しい設問を中心に各学校・各自治体で確認



第３章（１）ｂ 今後の施策目標

体育・保健体育の授業等を通じて、運動好きな子どもや日常から

運動に親しむ子どもを増加させ、生涯にわたって運動やス
ポーツを継続し、心身共に健康で幸福な生活を営む
ことができる資質・能力（いわゆる「フィジカルリテラシー」）
の育成を図る。 

１週間の総運動時間

（体育授業を除く）

60分未満の児童生徒の割合↓

卒業後にも運動や

スポーツをしたいと

「思う」「やや思う」児童生徒の割合↑

体力テスト総合評価が

ＤからＥまでの児童生徒の割合↓



第３章（１）ｂ 今後の施策目標

第３期スポーツ基本計画

「フィジカルリテラシー」

スポーツ庁（202３）令和４年度「第３期スポーツ基本計画」、
https://www.mext.go.jp/sports/content/000021299_20220316_2.pdf

体育・保健体育の授業等を通じて、運動好きな子どもや日常から

運動に親しむ子どもを増加させ、生涯にわたって運動やス
ポーツを継続し、心身共に健康で幸福な生活を営む
ことができる資質・能力（いわゆる「フィジカルリテラシー」）
の育成を図る。 

Theme１ 周知・情報提供 ①



身体的要素

心理的要素

認知的要素

社会的要素

「フィジカルリテラシー」



「楽しい」とは？ 授業での話し合い

助け合い、
役割を果たす活動

目標設定

ふり返り

練習や場の工夫
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